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i . は じめ に

1 CJ 9 5 咋 1 ):+ に発
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では ､ 連屑耐凄壁の 1
･

2 階部分が撤しく せ

ん断破壊し , 大破と判定さjl た建物があっ たo 物性設計法の 臨点から言 えば ､ 耐震壁 のi;F3

墳 形は 1 階壁脚部で の 曲げ降伏が望ましいが ､ こ の場合は建物の 強度が低く ､ 計算上の 変

形性能が発揮されな か っ たと考えられ るo 今後､ 耐震設計を行うにあた っ て 敵性だけに 大

きく依存するの は危険が伴い ､ 娃物の強度をある程度高めつ つ 変形能を確保する ことの で

き る連層耐凄壁の役割が増してくる と思われる o 年別こ壁に は計画上開 口が要求され る 場合

が 多い の で ､ 有開 口壁の問題が重要である ｡ そ こ で 本葉放 で は中低層 の R C 道連物で 下

部2 層が有開 口 耐震壁で ある ものを対象とした試験体を作製する ｡

2 , 琵式験体の 寸法

拭験体は柱 ､ 梁と壁を実大 4 分の 1 ス ケ
- ルで 作製する o 柱は 15 c m X 1 5 c m の 断面で そ

の 良さは 140 c m とし ､ 奴は 15 c m X 15 c m の 断面で そ の長さを 8 0 c m とする .
:

A , 壁は 1

･

2 層とも内法長さ を 8 0 c m ､ 内接高さを 6 2 .
5 c m ､ 厚さを 7 .5 c m とする ｡ 開口は ､ W N O l

は 高さ 2 3 .3 c m ､ 幅28 . 5 c m ､ W N O 2 は高さ 31 c m , 幅 38 c m の もの を 1 ･ 2 層 ､ それぞれ の

壁 の中央部に配置する ｡

その 他試験体の 寸法として上下基礎部の寸法を以下に記す｡

上基礎 : 幅× せ い ×長さ - 4 0 c m X 3 0 c m X 1 6 0 c m

下基礎 : 幅× せ い ×長さ - 4 0 c m X 3 0 c m X 1 6 0 c m

3 . 1 配筋

試験体の配筋図 を図 1 に示す｡

柱の 配筋は主筋に D I O -S D 295 を 4 本, 帯筋に

は D 古-S D 2 95 を使用 し ､ 1 層で は 3 0 m m ､ 2 層で

は 5 0 m m 間隔で配筋した ｡

壁の 配筋は ¢ 4 - S R 4 95 を使用 し､ 壁縦筋､ 壁

横筋ともに ¢4 をダブルで 使用し､ 5 0 m nl間隔で配

筋 ､ 交点を溶接し溶接金網とて使用した o

こ の他に各試験体で は以下のような補強筋を配

筋する ｡

w N O l : 開口補強筋として D 1 0 -S D 2 95 を4 本使用

し､ 縦横に配筋する ｡ そ の内 1 層部の開口補強筋

を延長させ て柱 に定着させ る ｡

w N O 2 : 開口補強筋として 1 層部の袖壁に D 6
-S D

2 95 を 1 2 本､
Ⅹ 型 に配筋する ｡ 2 層部は W N O l と

同様に D 1 0
- S D 2 9 5 を 4 本､ 縦横に配解する o
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3 . 2 鉄筋加 工

試験体の鉄筋加工 図 を図 2 に示す｡

鉄 筋加工 本数 は試験 体 ､
W N O l

､

加N O 2
､
2 体分とす る .

上基礎 ､ 下基礎 : 主節 ( a) 長さ

15 3 0 m D 2 2(S D 3 4 5 A ) 3 2 i

上基礎 : あばら節 付)縦 2 3 0 m m X 横

3 3 0 m m D I O(S D 2 9 5 級) 3 2 本

下基礎 : あばら筋 ( c) 縦 3 2 0 m口l X 横

3 30 皿皿D IO(S D 29 5 級) 3 2 本

柱 : 主筋 (d) 定着長さ 1 0 0 mロl X 長さ

2 03 0 m m D I O(S D 2 9 5 級) 1 6 本

梁 .

･ 主筋 ( e) 定着長さ 2 0 0 m X 長さ

1 0 5 0 m m D IO(S D 29 5 級) 8 本

柱 : 帯筋(i) 縦 1 3 0 m m X 横 1 3 0 nlm

D 6 1 5 6 本

梁 : あばら筋(i) 縦 1 3 0 m m X 横 13 0

m D 6 3 4 本

壁 : 縦筋 (a) 縦 4 7 m rn X 横 18 40 nlm

¢ 4 1 8 本

壁 : 縦筋 恥) 縦 4 7 m m X 横 5 18 m m

¢ 4 6 本

壁 : 縦筋(i) 縦 47 mnl X 横 4 46 m m

¢ 4 8 本

壁 : 縦筋 O) 縦 4 7 m nl X 横 4 0 3 m m

¢ 4 1 2 本

壁 : 縦筋 仲) 紀 4 7 m m X 横 3 6 5 n m

め 4 16 本

壁 : 横筋(1) 縦5 5 m X 横 1 0 4 0 nlnl

¢ 4 2 8 本

壁 .

･

横筋 ( m ) 縦 5 5 Tn m X 横 3 6 7 nlm

め 4 2 0 本

壁 : 横筋(n) 縦 5 5 m X 横 3 3 0 nl m

i) 4 2 8 本

開 口補強筋( o) フ ッ ク部分長 4 0 汀ml X

長さ 10 5 0 TTm I) 1 0(S D 2 95 破) 4 本

(a)

(c)

Eヨ
I -- - - - - -

- ●I 一
-
I - - - - ■■■■ ■● ■■■■■■■一■I ヽ1 -

( b)

(d)

(e)

(g)

(i)

(k)

( m )

( o)

･L ㌣つ

開口補強筋(p) フ ッ ク部分長4 0 m m X (q)
長さ 7 8 0 m nl D I O(S D 2 9 5 級) 4 本

(1)

(h)

O
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図 2 (r)

開口補強筋 (q) フ ッ ク部分長4 0 m m 〉く長さ 6 0 0 m7n D 1 0(S D 7_ 9 5 級) 6 本

開口斜め補強筋 ( r) 斜め部分長さ 2 4 0 nlm X 長さ 69 0 m nl D 6 1 2 本

-

10 6 -

.i
l

(p)



3 . 3 鉄f)7)
'

))Il 1 柑度と汀至ゲ
ー ジ貼

(l〕 G 以下の 総の 鉄117)
-

)州ユニは鉄1軌ul 指 ( 規格 鉄肪モ クバ 1 0 n 川l) を使川 し ､ 柱襟筋 ､ 染

あばらfr); o〕)Jtl二l二粘度を - 1 nllll としたo なおd) 6 以 .ヒの 鉄frh
-

加二1,
'

_ は鉄 軌iむ器 (規格 モクバ

ベ ンダ ー 1 0 - 1 3 nl m) を使)F ル ､ ]m 二1二精度を± 1 .
5 m とした ,

.

鉄筋 へ の 盃ゲ ー ジ貼 りは 柱主肪 , 壁筋及び関｢:】部補強の 主要箇所 ヘ 歪ゲ
ー ジ ( 規格

F L A - 3 - 1 ト5 L T) を W N O l - 66 枚 W N O 2
- 6 4 枚全 て C h

'

接着剤で鉄 筋に 貼付し､
パ ラ

フィ ン で 防水 して ､ ガ
ー ゼと P 2 接着剤で表面を保護 した Q

4 . 1 型枠

拭験体の 型枠取付箇所と寸法を表1 に ､ 型枠施工

図を図 3 に示す｡

型枠施 工枚数は試験体 W N O l .
W N O 2

.
2 体分と

し
､
バ ネ コ ー ト( 規格 6 尺 × 3 尺 × 1 l .5 m m) サ ン木

の断面寸法は 43 .
5 nlm X 4 3 .5 m m とする ｡

サ ン木 ( フ レ
ー ム) の 組立には再度使用 できる内

装ビス( 規格 4 .
5 × 9 0 □1m) を用 い ､ ベ ニ ヤ板とサ ン

木の接合 に は内装 ビス( 規格 4 .
2 × 45 m m) を使用 したQ

表 1

取付箇所 名称 縦(Tnm) 横( m m) 枚数 記号

下基礎 底板 4 0 0 1 6 0 0 2 (aき
__

上基礎 底板 3 0 0 1 6 0 0 2 聖)

上基礎 ､ 下基礎 側板 4 5 5 , 1 6 0 0 4 ( c)

上基礎 ､ 下基礎 側枝 4 5 5 1 6 0 0 4 (d)

柱 底板 1 5 0 1 4 0 0 4 (e)

荏 側板 2 0 5 1 4 0 0 4 (f)

柱 側板 8 1 6 1 3 .5 4 也)

柱 側板 8 1 6 1 3 ,5 4 O l)

梁 底板 1 5 0 8 4 0 2 (i)

梁 側板 8 1 8 0 O 4 G)

壁 底板 6 2 5 8 0 0 4 O ()

上基礎 ､ 下基礎 側杖 45 5

4 5 5

5 1 0

4 1 0

4

4

O)

W N O l 開 口 窓枠 75 2 2 1 .5 4 ( 孤)

w N O l 開 口 窓枠 75 2 7 3 .
5 4 ( A)

w N O 2 開 口 窓枠 7 5 29 8 .
5 4 ( 0)

w N O 2 開 口 窓枠 7 5 3 6 8 .
5 4 Q 3)

-

1 07
-

( a)

(b)

( c)

(d)

(巳)

(f7
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5 .
コ ンクリ

ー ト

コ ンク 1+ - トは設 計強度 を 2 0 .6

M P a ､ 調合強度を 2 3 . 5 M P a
､ 目標ス

ラ ン プ1 8 c m とし ､
J ÅS S 5 に基づい

て調合 を決定した ｡

コ ンクリ ー トの 打込 みは 2 回 に分

髭 2

圧縮強度 最大耐力時 ヤ ン グ係 数

(”p a) 歪平均( LL ) 平均( × 1 0
4

M P a)

W N O l 2ヰ.9 2 1 8 7 2 .2 3

W N O 2 2 7 .2 2 4 1 7 2 .3 4

けて 行い ､ 1 回の 打設畳 ば 6 4 0
'

ま,
'

i で コ ンクリ
-

トをそれぞれ 8 バ ッ チに分けて打込んだo

また , 圧縮強度測 定の ため に各バ ッ チ につ いて ¢ 1 0 × 2 0 c m 円柱供誠体 3 本作 っ た ｡ 試験

体の脱型 は ､
コ ンクリ ー トの 打込みから 5 日後に行い ､

コ ン クリ ー ト圧縮試験の 結果は表2 に示すo

6 . 試験体の 変形

試験体の各部の変形 は変位計を

図 4 に示す位置に取 り付けた ｡

試験体に取り付けた変位計に よ

り試験体の 各部の変形 を測定する ｡

水平変形は試験体裏面 の下基礎

に アルミ ア ングル(4 m m X 50 m m) 杏

設置し ､ アルミア ングル にはガラ

ス板(5 0 mnl X 5 0 m m X 2 m m) 杏, 柱部

分に は変位計を取り付け､ 変位計

をガラス板 に固定して 測定す る .

曲げ変形は柱側面に ガラス板を

取り付けた アル ミ ア ン グル と変位
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計を設置し､ 変位計をガ ラス 板に固定して測定する o

養生は室内にて 湿潤養生とした｡
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7 . まとめ

1 ) 一 般の 建設現場で は ､ 柱帯筋､ 梁あばら筋の加工精度は± 3 m Ⅶ程度で あり , またピ ッ

チ に関して は型枠の 間隔を保持する丸セパ レ
ー

タ
ー と柱帯筋､ 染あばら防がぶ つ かる場合

が ある ため ､ その箇所は数c rn ピ ッチが移動する ｡ 今回 の試験休作製で は柱常軌 簸あばら

筋の 加工精度を - 1 m m ときびしく , ピ ッ チも配筋図 に基づ いて施工した Q 柱が鉛直カロ蕊を

受けた場合､ 柱主筋を拘束する帯筋の ピ ッチと加工 精度はせん断破壊と曲げ降伏に大きく

関係して い る と思 われ る ｡

2 ) 試験体をセ ッ テ ィ ングする 場合､ 下げ在り許容誤差は ± 3 m m で ある ｡ 今回の 拭験体作

製で は ､ フ レ ー ム と接する下基礎部分の 型枠加工精度を土0 . 5 7 m m 以内にし､ 誤差を許容範

囲内とする こ とがで きた｡

3 ) 試験体の変形で は ､ 試験体裏面の 下基礎にめ 9 全ネジボル ト( 4 本) で アルミ アングル

を固定する o 全部
`

の変位計(C D P I O O m m - 2 本･ C D P 5 0 m m
-

6 本) に変位が生 じた場合ア

ル ミア ングル に わずかなね じれが生 じた ｡ 今後の課題としてね じれ が生じな い 工 夫が検討

され る ｡
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